
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ総連は 12 月 19 日、ＪＲ総連推薦議員懇談会「2023 年定期総会」を都内

にて開催し、懇談会所属の多くの国会議員と秘書のみなさまにご出席いただきました。

議事では、昨年の定期総会以降の経過を確認するとともに、今後の取り組みについて

満場一致で承認されました。 

また、小林政策・政治部長より、11月

28 日におこなった下関貨物駅の視察を

踏まえて「鉄道貨物の課題について」の特

別報告をおこないました。報告では、これ

まで物流モードをめぐるトラックとの過

当競争によって、鉄道貨物運賃も大幅に

値下げをしている現実があることから、

鉄道のみならずトラックも含めた物流全

体の運賃の適正化が必要であること。さらに、政府が決定した「物流革新緊急パッケ

ージ」でも打ち出されているコンテナ大型化にむけては、駅構内のスペース改良など

が必要であることなどを訴え、具体的には①幹線鉄道活性化事業費補助などの既存制

度の拡充、②ＪＲ貨物に対する無利子貸し付けなどの追加支援、③地方自治体のモー

ダルシフト推進施策の拡充などに対しての協力を訴えました。 

ＪＲ総連通信 
２０２３年１２月２０日 №１７０４ 
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